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新
年
を
迎
え
て 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

 
 

 

会
長 

熱
海 

五
郎 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
代
地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
業
務
を
開
始
し
、

初
め
て
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

実
施
し
た
事
業
も
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

26
年
度
も
残
り
３
ケ
月
で
す
が
、
実
施
予
定
の
事

業
も
ま
だ
ま
だ
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
」

に
日
程
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

○
音
楽
ま
つ
り
実
施
報
告 

 
 

大
代
地
区
公
民
館
で
、
12
月
７
日
（
日
）
に
音
楽

ま
つ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
い
た
中
、
大
正
琴
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
東
豊

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
最
後
は
、
観
客
の
方
も

巻
き
込
ん
だ
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
「
よ
さ
こ

い
部
」
の
踊
り
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
朝
か
ら
地
域
の
方
々
に
準
備
・
運
営
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
師
走
の
忙
し
い
中
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
に
当
た
っ
て 

多
賀
城
東
小
学
校
長 

髙
野 

行
弘 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
ご
支
援
ご
協
力

に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
大
震
災
か
ら
三

年
十
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
甚
大
な

る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
校
に
は
沢
山
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

新
年
に
当
た
り
改
め
て
基
本
的
な
こ
と
を
３
点
だ
け

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第
一
に
や
は
り
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
学
校
で
す
。

「
今
日
、
学
校
へ
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
面
白
か
っ

た
。」
と
子
ど
も
が
思
え
る
学
校
に
し
た
い
。
学
習
や

行
事
だ
け
で
な
く
、
先
生
や
友
達
と
遊
ん
だ
こ
と
、

給
食
を
一
緒
に
食
べ
た
こ
と
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
環
境
等
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
中
、
些
細
な
こ 

と
で
も
、
で
き
る
だ
け
大
切
に
し
子
ど
も
の
心
地

よ
い
居
場
所
で
あ
る
学
校
に
し
た
い
。 

第
二
に
地
域
や
中
学
校
と
の
連
携
発
展
で
す
。「
学

校
は
、
地
域
に
浮
か
ぶ
船
で
あ
る
」
と
、
よ
く
言
わ 
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れ
る
通
り
、
地
域
や
東
豊
中
と
一
層
の
連
携
を
図

り
た
い
。
朝
の
交
通
安
全
や
あ
い
さ
つ
運
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
学
校
支
援
事
業
）
、
公
民
館

行
事
、
鈴
木
校
長
先
生
（
東
豊
中
学
校
）
提
唱
の

地
域
防
災
と
子
ど
も
を
語
る
会
、
学
校
と
親
の
引

渡
訓
練
等
で
す
。
東
豊
中
と
は
学
習
活
動
等
で
以

前
か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様

と
も
一
緒
に
な
っ
た
よ
り
発
展
し
た
活
動
に
な

っ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
だ
と
考
え
ま
す
。 

第
三
に
あ
い
さ
つ
で
す
。
着
任
以
来
一
貫
し
て

強
調
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
社
会
の
基
本
的

な
マ
ナ
ー
で
あ
り
心
の
交
流
だ
と
考
え
ま
す
。
有

り
難
い
こ
と
に
各
方
面
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
の
子
ど
も
も
い
ま
す
の

で
指
導
し
て
行
き
ま
す
。 

ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
も
簡
単
な
よ
う
で
す
が
、

実
現
す
る
に
は
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
今
年
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
一
歩
一
歩
で

す
が
、
着
実
に
取
り
組
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

地
域
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
す 

東
豊
中
学
校
長 

鈴
木 

朝
二 

毎
朝
、
貞
山
運
河
に
架
か
る
中
峯
橋
の
交
差
点

に
立
っ
て
い
る
と
、
古
の
伊
達
政
宗
の
藩
経
営
の 

素
晴
ら
し
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
貞
山
運
河
は
、

そ
の
昔
、
江
戸
庶
民
へ
の
米
の
供
給
路
と
し
て
栄

え
、
大
代
（
橋
本
橋
付
近
）
に
は
、
米
穀
の
出
入

り
を
監
視
す
る
「
御
石
改
所
（
お
ん
こ
く
あ
ら
た

め
じ
ょ
）」
が
置
か
れ
た
。
今
は
、
産
業
道
路
が

走
り
物
流
が
盛
ん
だ
。
そ
の
道
を
、
毎
朝
、
小
・

中
学
生
が
通
っ
て
来
る
。
笑
顔
と
「
お
早
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
の
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
う
交
差
点
。

高
校
生
や
地
域
の
方
も
行
き
交
う
交
差
点
。 

こ
こ
に
立
つ
と
、
春
夏
秋
冬
、
様
々
な
季
節
が

感
じ
ら
れ
る
。
春
の
暖
か
さ
、
夏
の
強
い
日
差
し
、

秋
の
趣
、
冬
の
厳
し
さ
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
の

人
々
の
温
も
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
交

通
指
導
や
声
掛
け
を
し
て
く
だ
さ
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
小
中
の
連
携
を
図
り
、
地
域
の
皆

様
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
心
豊
か
な
児

童
・
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
代
第
一
百
寿
会 
年
間
活
動
目
標 

会
員 

渡
邊 

清 

大
代
第
一
百
寿
会
は
、
現
在
会
員
68
名
で
多

賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
単
位
ク
ラ
ブ
24

団
体
中
一
番
会
員
が
多
い
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
荒
木
慶
蔵
会
長
を
中
心
に
年
間
目
標
に

向
か
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
般
11
月

１ 
１
日
、
荒
木
会
長
が
多
賀
城
市
菊
地
市
長
か
ら
市

政
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
荒
木
会
長
は
、

第
一
百
寿
会
に
入
会
さ
れ
て
25
年
、
第
一
百
寿

会
第
７
代
会
長
に
就
任
さ
れ
て
10
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
会
の
運
営
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

ま
た
多
賀
城
市
老
連
の
役
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
高
齢
者
の
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
11
月
20
日
に

は
宮
城
県
大
崎
市
で
行
わ
れ
た
宮
城
県
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
の
場
で
、
荒
木
会
長
が
宮
城
県
老
連
武

山
会
長
か
ら
も
、
多
年
に
わ
た
り
県
の
社
会
福
祉

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
我
々
会
員
一
同
今
回
の
二
重
の
受
賞
を

喜
ぶ
と
と
も
に
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
荒
木
会
長
を
中
心
に
４
つ
の
目
標
に
向
か

っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、
ま
だ
４
分
の
１
四
半
期
残
っ
て
お

り
ま
す
が
、
目
標
一
つ
目
、
社
会
奉
仕
活
動
。
大

代
南
区
及
び
大
代
東
区
町
内
会
花
壇
、
公
園
等
の

花
植
え
除
草
清
掃
等
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

年
度
か
ら
「
み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
宮
城
県
か
ら
認
定
さ
れ
大
代
緑
地
公
園
花

壇
に
き
れ
い
に
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
、
現
在
ま
で
16
回
実
施
し
、
平
均
参
加
人

数
40
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

目
標
２
つ
目
、
教
養
活
動
。
３
年
前
か
ら
始
め 
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た
月
例
お
茶
会
、
特
に
教
養
講
座
は
好
評
で
回
を

増
す
ご
と
に
参
加
率
が
多
く
、
今
年
度
は
４
回
実

施
、
参
加
率
63
％
と
次
回
の
講
座
を
楽
し
み
に

待
っ
て
お
り
ま
す
。
講
座
の
内
容
と
講
師
の
依
頼

は
佐
藤
松
雄
副
会
長
が
中
心
に
会
場
の
調
整
等
、 

小
野
芳
雄
副
会
長
と
連
携
し
各
役
所
と
の
調
整

に
毎
回
苦
労
さ
れ
大
変
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

目
標
３
つ
目
、
健
康
維
持
増
進
と
仲
間
づ
く

り
。
齋
藤
勉
健
康
管
理
部
長
を
中
心
に
週
２
回
の

練
習
と
年
３
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
代
緑
地
公
園
東
芝
生 

広
場
を
県
土
木
部
緑
地
公
園
担
当
と
公
園
管
理

事
務
所
と
調
整
し
、
芝
生
広
場
の
コ
ー
ス
内
を
一

部
会
員
で
除
草
及
び
清
掃
を
行
い
練
習
し
て
お

り
ま
す
。
週
２
回
の
練
習
に
は
会
員
68
名
中

66
％
の
方
が
練
習
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
か
ら
会
長
杯
を
新
設
、
第
１
回
大
会

を
行
い
、
第
１
回
会
長
杯
総
合
優
勝
は
佐
藤
洋
子

さ
ん
が
手
に
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
。
第
２
回

は
男
性
頑
張
れ
。 

目
標
４
つ
目
、
芸
能
奉
仕
活
動
。
佐
藤
洋
子
芸

能
奉
仕
部
長
を
中
心
に
月
例
お
茶
会
の
自
由
懇

談
日
な
ど
、
昔
の
歌
及
び
童
謡
な
ど
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
み
ん
な
で
合
唱
し
若
返
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
11
月
27
日
多
賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大

会
に
は
、
踊
り
の
部
14
名
、
歌
謡
の
部
22
名
出 

演
し
、
応
援
の
方
々
15
名
と
総
数
44
名
参
加
率

64
％
で
１
日
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。 

以
上
、
年
間
４
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
我
が
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
、 

何
事
も
皆
さ
ん
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
会
員
誘

い
あ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。 

最
後
に
、
大
代
南
区
、
東
区
の
方
で
一
緒
に
活

動
し
て
み
た
い
方
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

         

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た 

学
習
活
動
部
長 

針
生 

吉
治 

12
月
６
日
（
土
）
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
40
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

入
賞
者
は
、
次
の
方
々
と
な
り
ま
す
。 

（
男
性
の
部
） 

第
１
位 

橋
本 

 
 

浩 
 

さ
ん 

第
２
位 

伊
東 

 
 

泰 
 

さ
ん 

第
３
位 

荒 
 
 

信
二
郎 

さ
ん 

 
（
女
性
の
部
） 

第
１
位 

山
田 

 

万
里
子 

さ
ん 

第
２
位 

橋
本 

 

恵
美
子 

さ
ん 

第
３
位 

佐
々
木 

け
さ
よ 

さ
ん 

 
 

ふ
れ
あ
い
短
歌 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

復
興
の 

大
代
地
区
の 

 
 

ま
ほ
ろ
ば
に 

初
日
煌
き 

山
紫
水
明 

 

 
当協議会では、地域の中学生

などを対象に、『大代地区のイメ

ージ』についてご意見をいただ

き、協議会のロゴマーク・愛称

を作成する計画を、平成２７年

の５月頃に予定しています。今

後、内容について、この「ふれ

あい」に掲載して参ります。 
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砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
十
二
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
機
械
の
稼
働
や
資

機
材
の
運
搬
等
で
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、

工
事
関

係
者
全
員
で
事
故
防

止
に
努
め
、

工
事
の

一
日
も
早
い
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
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旧砂押川C工区川表基礎矢板打込み完工。引き続き裏法基礎工に
移行しています。旧砂押川A工区は、既設の張ﾌﾞﾛｯｸを撤去して裏法
基礎工矢板打込みを開始しています。

中洲・JXエリアにて崩れた構造物撤去と、鋼矢板打設を継続していま
す。貞山運河に新仙流橋建設のための仮橋設置工事を開始していま
す。

砂押川右岸で鋼矢板圧入の施工を開始しました。左岸では、道路移
設工事（ブロック積）の施工を継続しています。
※インターネット利用で工事の状況が見れるようになりました。
（写真③）ページURL http://www.gembaroid.netで ID:hc0802,パス
ワード：998633を入力ください。 どうぞご利用下さい。
（AM 9:00 ～PM 5:00）

写真①

写真④

旧砂押川

砂押川

旧砂押川

砂押貞山運河

工事場所

進捗率
10/31現

在

1.5合目

完成
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